









































































































	表紙
	はじめに
	要旨
	目次
	第１章　建設経済の動き
	１　バブル崩壊の影響
	２　バブルの活用と“つけ”の重荷
	３　ヒアリング等にみる建設業の業況
	４　今後の建設需要の推移について

	第２章　バブル崩壊と地価の行方
	１　バブル経済の崩壊
	（１）バブル地価の崩壊
	（２）地価急落の原因
	（３）金融規制の解除、潮流変わらず

	２　住宅市場の見通し、高地価で縮小
	（１）持家世帯、借家世帯全員の住宅取得能力
	（２）縮小する住宅市場
	（３）効果薄い住宅政策
	（４）３千万円台の住宅価格の実現

	３　銀行勘定によるバブルの清算
	（１）バブルの損失
	（２）バブルの償却

	４　国、自治体の土地基金の機能の充実

	第３章　国民生活向上のための公共投資
	１　金融政策偏重からの脱却、財政出動へ
	（１）バブル経済の崩壊とその後のシナリオ
	（２）９０年代の公共投資、４３０兆円の位置付け
	（３）金融政策の限界
	（４）公共投資をめぐる国際的潮流

	２　公共投資の拡大
	（１）今こそ財政出動による公共投資の拡大を
	（２）公共投資拡大の条件整備





